
 

県道３０号線を庄司から穂波学園を過ぎ、登りつめたとこ

ろの道路右に小さな池があり、その横に大谷神社の小さな

鳥居がある。それをくぐり大谷山の曲がりくねった道を登る

と、山の中腹に大谷神社があり、４基の祠
ほこら

があります。それ

が「山伏塚」です｡ 

昔、大谷山は、小竹脇野村へ通り道でした。４基の祠は彦山の

方角に向かって建てられたと云われています｡ 

 由来
ゆらい

について、詳しい資料を要約すると次の通りです。 

永禄二年頃（１５５９年）宗像
むなかた

大宮司家
だ い ぐ う じ け

当主
とうしゅ

 宗像
むなかた

氏
うじ

貞
さだ

の 

むすめが発狂しました。氏貞は、それを怨 霊
おんりょう

の祟
たた

りとし 

て、祭壇に宗像家に代々伝わる家宝を並べ、豊前彦山の 

山伏３３名に３７日間に亘
わた

る大法会
だいほうえ

を張り、一心
いっしん

籠
こ

めた祈祷
き と う

 

をさせました。 

 その結果、怨霊の祟りは静まりましたが、山伏は供物の宝物一切を持ち帰ろうとしました。宗

像氏は驚いて、祈祷のお礼として金銀は望み通りに出すが宝物は困る、と申し出ましたが聞き

入れられず持ち去られてしまいました。 

そこで、笠木城を守る宗像氏恩顧
おんこ

の臣
しん

に急を伝え、返還の談判をさせましたが聞き入れられ

ず、山伏３０名を殺害、３名は逃げたと云います。山伏の死を憐
あわ

れんだ村人は、遺骨を路傍
ろ ぼ う

に集

め土饅頭を造って葬りました。その後、大谷山の台上に移しました。山伏塚が大谷神社と称され

るようになったのは、俳仏
はいぶつ

毀釈
きしゃく

が始まった後の明治５年です。 

 惨劇
さんげき

があった数日後、山伏の一人が投げ捨てた黒色
こくしき

の翁 面
おきなめん

一面
いちめん

が、付近の農家に拾われ

ました。この翁面は、鑑定によると京都で作られた貴重なものとわか

り、現在、中一の撃鼓神社宮司、佐伯氏により秘蔵されています。 

   後世
こうせい

、いつの頃からか「霊験
れいけん

新
あらたか

で、脳病、頭痛等、首より上の病は

どんなものでも治らないものはない」と言い伝えられ、遥々
はるばる

、遠方か

ら平癒
へいゆ

祈願
きがん

に訪れ、特に１月１６日、８月１６日の大祭日には現在でも参列

者が多いそうです。 
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山伏
やまぶし

塚
づか

（大谷神社） 庄司 史跡編 

【平成 30年度活動内容】 

会報誌発刊 （７月･１２・３月）予定 

▲山伏塚（大谷神社） 

▲古能面（佐伯氏所蔵） 

平成３０年度 役員組織一覧 

▲大谷神社鳥居  

寄稿：宮津 銑治 

５月１９日幸袋交流センターの大研

修室にて幸袋まち まちづくり協議

会の総会が行われました。 

前年度の各部会事業報告及び決

算報告と、今年度の事業計画、予算

などの審議し、承認を得ました｡ 

 

５月３０日、将棋女流棋士のタイトル戦である「第２９期女流王位戦５番勝

負」の第３局が旧伊藤伝右衛門邸でおこなわれました。 

その前日、女流棋士が旧伊藤伝右衛門邸を下見に来られた際に幸ふく

ろうが旧伊藤伝右衛門邸前で女流棋士のお二人をお出迎えしました。 

これからの幸ふくろうの活動とともに幸袋の活性化を目指して頑張っ

ていきます。 
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＊飯塚市子どもまつり（４月１５日） 

＊ジュニアリーダー結成式（５月６日） 

＊母と子の仲良しキックベースボール大会 

（５月２７日） 

＊中堅幹部講習会（６月３０日・７月１日） 

＊カルタ大会（８月１９日） 

＊こどもフェスティバル（１２月１６日） 

＊補導員等研修会(１月２５日) 

＊ジュニアリーダー修了式（３月２３日） 
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＊幸袋まち まちづくり協議会 総会（５月１９日） 

＊幸袋地区住民体育祭・幸袋誕生 1００周年記念事業（９月２日） 

＊文化祭（11月３～4日） 

＊買い物バス支援事業 

＊美化活動ミラー磨き（５月２７日） 

＊防災倉庫点検研修 

＊一斉清掃（１２月２日・３月１７日） 

＊幸袋地区防災訓練（８月２６日） 

＊自治会対抗ソフトバレーボール大会（６月２４日） 

＊自治会対抗ソフトボール大会(７月８日） 

＊自治会対抗バレーボール大会（７月２９日） 

＊グラウンドゴルフ大会 

（５月２７日・１１月１８日） 

＊介護予防講習会（２月） 

＊健康ウォーキング大会 

（９月・２月） 

＊民生委員会・福祉委員会合同研修会 
(６月１５日) 

＊赤い羽根高齢者会食会（１０月） 

＊部会役員研修会（１０月） 

＊危機管理部連絡網確認訓練（１１月） 
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５月２７日に行われた幸袋地区美化活動ではカーブ

ミラーの点検とミラー磨きを行いました。まちの安

全を守るため、ピカピカに磨きました。次回は目尾地

区のミラー磨きを行いたいと思います 

 

５月２７日旧目尾小学校にて母と子のキックベース

ボール大会を行いました｡３チームが参加し、どこ

のチームも力を合わせて優勝を賭けて試合開

始！白熱とした試合が繰り広げられました｡ 

 

【健康体操のお知らせ】  

日時：7月 26日（木）14：00～16：00   

場所：幸袋交流センター2階大研修室 

たくさんの参加お待ちしています。 

今年もやってきました！！ 

自治会対抗球技大会 たくさんの参加

お待ちしています。 

ピカピカ 

多くの自治会

参加をお待ち

しております。 

（自治会長・民生委員等を通しアンケート調査中） 


